
通じ，両磁極間にまたがるレ ー ル

(おもに頭部)の磁気抵抗の変化を，

記録装置の記録紙に記録させるので

ある。もし阿磁極関のレールに内部

亀裂，歪(ひずみ)あるいは鋳巣等の

きずまたは変質部があれば，その部

分の磁気抵抗が他のi!!\きず部にくら

べて異なるわけで・あるから，この変

化に対する記録のカーブの絡好を見

ることにより，きずの有無およびき

ずの箇別を探し出すのである。この

探傷事は，停止中においては磁気怒

抗の変化が見られないから， 検査に

当っては， 一定の速度でこれを運行
レール聴診総

して探lÿjするのである。また原型的に考えて， レーノレのように

断而一様であれば使用価値があるが， 断面が変化するものは，

その変化の彫響を受けて磁気の巡りやすさが変るから使用でき

ない。したがってレール継目部においては，継目板およびポノレ

ト 等に よ っ て磁気的に緩雑な構造となっているから，この部分

の探fおはできないわけである。この蛾械の動力には望書電池が使

用される。現在国鉄では，貨物型モータカ ーに準じ傑傷専用車

にとう 11ましてレーノレの探{おを実施している。重量は約 4 t であ

る。また最近アメ リカの Sperry 会社等でレ ールの継目ポ ー ノレ

ト 穴の亀裂および上首切れ等， 従来の探傷事では発見できなか

った部分のi拐を発見する超音波探傷機が使用されている。これ

は水晶発仮探より娠駁I数 500，000 -10，000 ，000の超音波をレ ー ノレ

頭部上聞に与えるとレー ノレ材内を波が!云わっ，底部までゆきつ

くと反射して， ふたたひ.もとの発振穏にもどって くる。 この模

様をブラウン管上に表わすことにより ， レーノレ内部の異状現象

を検出するものである。現在国鉄におL、ても車輪等のきず発見

に ， 工場でこの探傷機を使用している。レ ー ノレ継目部のきず発

見については， 目下技術研究所で可搬式のものを試作して研究

中である。その他レーノレ聴診訴というものがある。これは同じ

くレーノレの継目部のきずを継包板を取はずさずに見付け出す装

i丘で，超音波の共振を用いるものである。すなわちある周波数

範聞を連続的に変えながら連続的に超音波を出し，底部または

iお剖iから反射する波と共振を起すたびに音のパノL スを出すよう

にしたもので， 周波数範囲内に共擦を起す回数が多ければ高い

音を，少なければ低い音を出すので， レーノレ踏(とう)聞からレ

ー ノレ底而またはきずまでの距離を音の高さで聞き分けることが

できる。 リ ュ ックサックに入った装置を背負い，超音波を出す

水晶探触子を先端に取付けた杖をレーノレ踏ITîiに当ててゆっくり

移動させ， νγー パーを耳に当てて音を聞くものと ， さらに探

i拐を電流計で示す丙型式をかねそなえたものとがある。 2 人 l

組で 1 継目 1 - 2 分で測定し得る。(問中正彦)

レ ールつぎめ レール継目 (英)rai l joint レ ー ルは節々の

長さのものを縦目抜，ポノレト害事を使用してつぎ合わせる。この

接合部のこと。また俗に定規(じようぎ)ともしづ。

1 相対式継目と相互式継目 レーノレ継目 の方式には相対式

と相互式の 2 径がある。

相対式継固 とは左右軌条の継目をつねに同一位也tに相対する

ようにおく方法で，相互式継目とは一方の軌条の継目を他方の

軌条長のほぼ中央部におく方法である。現在の国鉄軌道整備心

得では相対式を採用することを原則とし， 特別の場合または半

径 380m 以下の IIlI線では相互式に してもよ いこ とになってい る。

これは縦目官官は相対式の方が車両の危険なローリゾグを防止し

易く ， また継目剖iの保守が容易

であるからである。

しかし曲線においては相対式

を用いると，短軌条を混用して

左右継目位置の関係を調盤しな

ければならないので， 短軌条の

混用がとくにわずらわしくかっ

曲線による制限速度が小で， 車

両のロ ーリ ングの周期j と継目衝

撃周期の一致が起り得ない半径

380 m 以下の曲線では， 相互式

tこよることカE て‘きることとし

た。特別の場合とは相互式を採

用する Illi線開の短い直線部分，

および縦枕木使用箇所における

場合をいうのである。相互式を

用いる場合は LーブJの軌条継目

を対側軌条の中央より ， 左右各

軌条全長の十の棚内にあるょ
う敷設すべきこと 1 と定められ

ている。

2 支接継目

軌条の継目を枕木上においた

ものをし、う。これに対し軌条継

レールつぎめ

レ ー ノレ 継目

懸持副主目

F一一ーーーー一ーー』一一ーー』ーで竺士三三竺・
l 10" ':. ・ ， ------.

料調t 目

日!形菌HI

1三T 臨|
支持継目

', ，。 ‘ 。 ~r~

切蛇紋目

円 円
ITU 

自を 2 木の枕木の中聞に作ったものを懸接継目という。国鉄軌

道整備心得第 32 条では，つぎの とおり規定している。 L軌条の

継自には懸接法または支継法を朋うべし。支継i去は相対式継目

酉E置の場合に限るものとし，調査包支継法による場合は枕木二本

を相互に締結して継目枕木となすべし。特殊の場合は前項に依

らざることを得工しかし国鉄においては懸接継目の方が一般に

広く採用されており ， 支援継目は少ない。支接継目と懸接継目

の優劣については調査されたことはあるが， いずれか一方に定

めることができるような決定的な資料はない。

3 乱接継目 (不整継 目)

右左軌条継自の配置および枕木と継目との相対的位置に一定

の関係なく ， 随意に敷設した軌条の継目のことをし、う。この継

目は線路保守が図幾であるから，さけるべきである。

4 正継 目

軌条端を長さの方向に直角に切断した縦 目を L 、う。わが国で

採用されているものはすべてこの正継目であって ， 切断ならび

に敷設に便利である ， しかし列車通過の衝撃が比較的に大きく ，

したがって騒音を発しまた継目務が生じやすい欠点はあるが，

これは継目部の蛾化方法を研究することにより，ある程度除去

することができる。

5 斜継 目

軌条端を長さの方向に斜角 45-65。くらいに切断して合わせ

た継目である。これは正継自の欠点すなわち， 列車による街麟

および騒音を大いに軽滅する目的で考案されたものの 1 極であ

る。これは欧米において一時試験的に使用されたことがあった

が，効果は期待に反し，また切断i去の困難なことと中央ポノレト

穴間隔が大きくなること等の不利な点が多く ， ことに分岐箇所

における敷設にははなはだ不便なこ とが経験されたので， 今 日

においてはほとんど顧みられなくなった。

6 切欠き継目

斜継目と同じく正継目の欠点を除く目的で考案され， 一時欧

州において使用されたことがあった。しかしこの欠点は依然と
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